
 

 

 

第 ６６ 回 大 会 

キ リ ス ト 教 史 学 会 

 

 

日  時 

2015 年 9 月 18 日(金)～19 日(土) 

 

 

 

会  場 

東京女子大学 
 

〒167-8585  東京都杉並区善福寺 2－6－1 

Tel：03-5382-6340 

http://www.twcu.ac.jp/ 

 

会場校までの交通アクセス 

・西荻窪駅から（ＪＲ中央線・総武線・東京メトロ東西線乗り入れ） 

  北口より徒歩 12 分、北口（1番のりば）より吉祥寺駅行バスで「東京女子大前」下車 

・吉祥寺駅から（ＪＲ中央線・総武線・京王井の頭線） 

  北口（３番のりば）より西荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車 

 

 

＊ 受付（9:30～10:00）で登録手続きを済ませてから会場にお入り下さい。 

＊ 研究発表は 25 分、質疑応答 5分です。発表者及び司会者は時間厳守でお願いします。 

＊ プログラムに変更が生じることがあります。 



第 1 日 9 月 18 日（金） 
9:30～10:00 受付 

開会式（10：00～10：20）［24 号館 24301 教室］ 

                             司会 庶務理事 岡部 一興 

  挨拶                     理事長 大西 晴樹 

  歓迎の言葉              東京女子大学学長 小野 祥子 

 

研究発表Ⅰ（10：30～12：00） 

〔第１会場〕 ［24 号館 24301 教室］ 

  司会  木ノ脇 悦郎 

1．宗教改革運動とブランシュヴァイクのエリーザベト 

静岡英和学院大学 伊勢田 奈緒 

2．バプテスト黎明期の聖礼典理解 

  ―ジョン・スマイスとトマス・ヘルウィスの「分裂」をめぐって― 

東北学院大学ヨーロッパ文化総合研究所 津田 真奈美 

3．ラス・カサスの「矯正論」における平和的布教観 

  ―「布教化と臣従化」の関係の考察を中心に―                    

                         沖縄キリスト教短期大学 青野 和彦   

                                              

〔第２会場〕 ［24 号館 24201 教室］ 

                   司会 恵泉女学園大学 李  省展 

4．1940 年代日本キリスト教とファシズム国家体制との関係研究 

 ―アメリカ・メソジスト教会の現地報告と状況認識を中心に― 

明治学院大学  徐  正敏 

5． 「ラマート事件」の真相と歴史的意義 

                             北陸学院大学 辻  直人  

6． アメリカン・バプテストの日本宣教特別強化計画と関東学院 

 ―Japan Opportunity―     」 

                    関東学院大学 原 真由美 

写真撮影・昼食・理事会［24号館 24101 教室］ 

総会・学術奨励賞授与式（13：40～14：10）［24 号館 24301 教室］ 

キリスト教史学会賞受賞者研究発表（14：15～14：45） 

 司会 明治学院大学 渡辺 祐子 

 「中国の初期プロテスタント史と近代」    東京外語大学 倉田 明子 



休 憩（14:45～15:00） ［24 号館 24101 教室］ 

 

シンポジウム ［24 号館 24301 教室］ 

「近代日本のキリスト教「女子教育」再考 

——その歴史に見る多様性をめぐって―」 

（15：00～17：50）        司会 ボールハチェット・ヘレン（慶應大学） 

                            趣旨説明 小檜山 ルイ（東京女子大学） 

パネリスト 

プロテスタントの女性宣教師経営の学校      小檜山 ルイ 

   日本人キリスト教徒によるプロテスタント女学校  大森 秀子（青山学院大学） 

カトリック修道会による女子教育          小川 早百合（聖心女子大学）  

     

コメンテーター                  関口 すみ子（法政大学） 

                         川村 信三 （上智大学）      

懇親会（18：10～19：40）72 年館（同窓会） 

   司会 花島 光男 

 

第 2 日 9 月 19 日（土） 

研究発表Ⅱ（9：30～10：30） 

〔第１会場〕 ［24 号館 24301 教室］ 

                司会 東海大学 近藤 喜重郎 

 

7． アキテーヌ地方におけるアンジュー＝プランタジネット家と教会 

愛知大学 小野 賢一 

8．アッシジのフランチェスコとハンセン病者―その交わりの意味― 

                       福岡女学院看護大学 金田 俊郎 

〔第２会場〕 ［24 号館 24201 教室］ 

    司会 東洋英和女学院大学 原島  正 

9．賀川ハル（1888－1982）における女性観 

－大正期婦人運動との関わりの中で－  

東京基督教大学 岩田 三枝子 

10．「戦責告白と沖縄」─「周縁」的地域からみた日本基督教団の戦後 70 年 

帝京科学大学 一色  哲 



休 憩(10:30～10:50)   ［24 号館 24101 教室］ 

 

研究発表Ⅲ（10：50～12：20） 

〔第１会場〕 ［24 号館 24301 教室］ 

司会 関西学院大学 土井 健司 

11．ハレ・フランケ財団における救貧と教育」 

                                上智大学 猪刈 由紀 

12．プロイセン式文論争と使徒信条  

―ドイツ「使徒信条論争」前史としての視点から―  

                              関西学院大学 加納 和寛    

13．ストゥディオス修道院のシスマ               

                               東洋大学 都甲 裕文 

  

〔第２会場〕 ［24 号館 24201 教室］ 

司会 日本大学 馬渕  彰   

 

14． マラッカにある「ザビエルの岩」の歴史的意義 

                                     岸野  久 

15．中国におけるキリスト教の本色化(土着化) 

      ―儒教とキリスト教の孝行観念を中心に  

福岡女学院大学 徐  亦猛 

16．エックハルトとデリダ ―教育観―  

                             福岡女学院大学 中川 憲次 

昼食・休憩（12：20～13：30） ［24号館 24101教室］ 
 

公開講演（13：30～15：00） ［24 号館 24301 教室］   

「現代を生かす新渡戸稲造のキリスト教人格論 

～明治から現代までの信仰継承～」 

司会  恵泉女学園大学 吉馴 明子 

講演 広島女学院大学学長 湊  晶子 

閉会式（15：00～15：20）             司会 専務理事 小檜山 ルイ 


